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この試みの何が新しいのか？

２．施設に即した方法を採用する
（テーラーメイド化）

３．医師のみでなく、助産師・看護師が
参加する

１．個人産科施設を中心に行う



１．分娩時における胎児管理の特徴

２．実際の胎児心拍数パターンの判読法

３．50種類の胎児心拍数パターンと
胎児警戒レベル

全体の内容
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胎児心拍数モニタリング

胎児アスフィキシアの診断

分娩時



（１）原因：
低酸素または低
酸素・虚血

胎児アスフィキシア(asphyxia)

（２）低酸素
＋

代謝性アシドーシス
（混合性アシドーシス）

（３）予後：進行す
れば脳障害をはじ
めとする臓器傷害



胎児機能不全
（non-reassuring fetal status)

胎児アスフィキシア

臨床診断名

疾患病態



胎児機能不全

胎児
アスフィキシア

胎児機能不全と胎児アスフィキシア
胎児アスフィキシアの診断特異度は意外に低い

疑陽性率多し




